
　

会
員
の
皆
様
に
は
、
日
頃
か
ら
母
校
同

窓
会
に
、
ご
協
力
と
ご
支
援
を
賜
り
、
心

か
ら
感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。

　

本
校
は
、
今
年
で
創
立
五
十
六
周
年

を
迎
え
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。
こ
の

間
、
九
千
余
名
を
越
え
る
卒
業
生
が
こ
の

学
び
舎
を
巣
立
ち
、
経
済
、
教
育
、
文
化

と
あ
ら
ゆ
る
分
野
で
活
躍
さ
れ
て
お
り
ま
す
。

ま
た
地
元
産
業
は
勿
論
の
こ
と
中
央
・
国

内
外
で
も
幅
広
く
活
躍
さ
れ
、
産
業
の
振

興
と
発
展
に
多
大
な
貢
献
を
さ
れ
て
お
り

ま
す
。

　

い
ま
経
済
は
、
景
気
が
緩
や
か
に
持
ち

直
し
て
き
て
お
り
、
景
気
状
況
も
回
復
に

転
じ
て
経
済
を
取
り
巻
く
ム
ー
ド
は
一
気

に
明
る
く
な
り
ま
し
た
。
し
か
し
な
が
ら
、

油
断
で
き
な
い
経
済
情
勢
に
あ
る
と
言
わ

れ
て
お
り
ま
す
。
こ
の
様
な
経
済
状
況
の

中
に
、
企
業
お
い
て
は
あ
ら
ゆ
る
手
立
て

を
講
じ
経
営
の
好
転
に
、
大
変
な
努
力
を

さ
れ
て
い
る
現
状
が
あ
り
ま
す
。
こ
の
よ

う
な
中
で
ご
活
躍
さ
れ
て
い
る
皆
様
方
に

心
か
ら
敬
意
を
表
し
ま
す
。

　

冬
は
必
ず
春
と
な
る
い
う
言
葉
が
あ
り

ま
す
。
春
を
迎
え
る
前
に
必
ず
冬
を
越
え

な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。
大
い
な
る
春
に

飛
翔
し
て
い
く
た
め
に
こ
そ
、
試
練
と
い

う
冬
を
越
え
る
こ
と
が
必
要
な
わ
け
で
す
。

冬
は
、
春
と
な
り
ま
す
が
。
秋
に
逆
戻
り

す
る
こ
と
は
あ
り
ま
せ
ん
。
こ
れ
は
誰
も

動
か
す
こ
と
の
出
来
な
い
自
然
の
法
則
で

す
。
そ
し
て
、
冬
が
あ
る
か
ら
こ
そ
春
の

喜
び
が
あ
る
の
だ
と
思
い
ま
す
。
冬
の
ご

と
き
活
動
が
あ
っ
て
こ
そ
活
躍
の
春
が
開

か
れ
る
の
だ
と
思
い
ま
す
。
冬
の
間
に
こ
そ
、

ど
う
活
動
し
、
ど
れ
ほ
ど
充
実
し
た
時
を

過
ご
す
か
。
必
ず
来
る
春
を
確
信
し
、
ど

う
深
く
生
き
る
か
そ
こ
に
人
生
を
活
躍
で

き
る
要
諦
が
あ
る
の
だ
と
思
い
ま
す
。

　

今
日
の
息
苦
し
い
社
会
情
勢
の
中
で
、

卒
業
生
の
皆
さ
ん
に
は
、
冬
は
必
ず
春
と

な
る
を
折
り
に
触
れ
て
思
い
出
し
て
頂
き

た
い
と
思
い
ま
す
。　

　

最
後
に
、
母
校
の
教
育
目
標
の
具
現
化

に
向
け
て
取
り
組
ま
れ
て
お
ら
れ
る
教
職

員
の
皆
様
に
感
謝
申
し
上
げ
ま
す
と
と
も
に
、

会
員
皆
様
方
か
ら
の
ご
支
援
ご
協
力
を
願

い
申
し
上
げ
挨
拶
と
致
し
ま
す
。

～
新
校
舎
建
築
に
向
け
て
～

　

同
窓
会
の
皆
様
に
は
、
日
頃
よ
り
本
校
の
教
育

活
動
に
対
し
ま
し
て
、
多
大
な
る
ご
支
援
を
賜
り

誠
に
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

　

同
窓
会
及
び
関
係
者
の
悲
願
で
あ
っ
た
新
校
舎

建
築
に
つ
い
て
、
よ
う
や
く
前
向
き
な
ご
報
告
が

で
き
る
段
階
に
な
り
ま
し
た
。
簡
単
に
ご
説
明
を

申
し
上
げ
ま
す
。

　

創
立
当
時
か
ら
の
校
舎
を
現
在
も
使
用
し
て
お

り
、
10
棟
の
う
ち
６
棟
が
耐
震
基
準
を
満
た
し
て

お
ら
ず
、
耐
震
改
修
も
難
し
く
簡
易
的
な
対
策
の

み
を
施
し
て
い
る
状
況
で
す
。

　

平
成
28
年
1
月
、
「
知
事
と
語
ろ
う
市
町
村
ミ

ー
テ
ィ
ン
グ
」
が
寒
河
江
ハ
ー
ト
フ
ル
セ
ン
タ
ー

で
開
催
さ
れ
、
当
時
の
本
校
P
T
A
会
長
の
要
望

に
対
し
て
、
知
事
か
ら
は
「
適
切
な
時
期
を
捉
え

整
備
に
着
手
す
る
」
と
の
回
答
を
得
ま
し
た
。

　

そ
の
後
、
9
月
の
県
議
会
に
お
い
て
も
、
「
平

成
29
年
度
末
、
山
形
工
業
高
校
の
整
備
後
に
で
き

る
だ
け
早
い
時
期
に
」
と
知
事
答
弁
が
な
さ
れ
、

期
待
が
大
き
く
膨
ら
む
こ
と
と
な
り
ま
し
た
。

　

推
移
を
見
守
り
な
が
ら
、
平
成
29
年
10
月
31
日

に
は
、
同
窓
会
長
、
P
T
A
会
長
、
後
援
会
長

（
寒
河
江
市
長
）
の
三
者
連
名
に
よ
る
要
望
書

「
山
形
県
立
寒
河
江
工
業
高
等
学
校
教
育
施
設
の

整
備
促
進
に
つ
い
て
」
を
、
県
教
育
長
に
提
出
し
、

一
層
の
推
進
を
要
望
致
し
ま
し
た
。

　

そ
し
て
平
成
30
年
2
月
、
県
立
高
等
学
校
校
舎

整
備
事
業
費
と
し
て
、
約
13
億
円
が
次
年
度
当
初

予
算
に
計
上
さ
れ
ま
し
た
。
し
か
し
、
山
形
工
業

高
校
、
鶴
岡
工
業
高
校
の
グ
ラ
ン
ド
及
び
体
育
館

整
備
に
目
を
奪
わ
れ
、
本
校
の
校
舎
改
築
の
認
識

が
浸
透
せ
ぬ
ま
ま
に
な
っ
て
お
り
ま
し
た
。
県
立

高
校
と
し
て
は
初
の
試
み
で
あ
る
、
P
F
I
手
法

導
入
検
討
の
予
算
計
上
で
し
た
の
で
無
理
も
な
い

と
こ
ろ
で
す
。
そ
の
後
、
3
月
下
旬
に
よ
う
や
く

山
形
新
聞
に
掲
載
さ
れ
、
校
舎
改
築
の
事
業
着
手

が
何
と
か
皆
さ
ん
に
周
知
さ
れ
ま
し
た
。

　

さ
ら
に
、
平
成
30
年
9
月
、
同
窓
会
長
が
知
事

あ
て
に
整
備
促
進
を
要
望
す
る
た
め
に
県
庁
を
訪

ね
て
お
り
ま
す
。

　

平
成
30
年
度
、
以
下
の
よ
う
な
業
務
を
実
施

致
し
ま
し
た
。
（
１
）
導
入
可
能
性
検
討
調
査

（
２
）
敷
地
測
量
（
３
）
地
質
調
査
（
４
）
土
壌

状
況
調
査
計
画
策
定
（
５
）
既
存
校
舎
等
ア
ス
ベ

ス
ト
含
有
調
査
。
【
P
F
I
手
法
と
は
、
民
間
資

金
等
を
活
用
し
た
公
共
施
設
等
の
整
備
な
ど
の
こ

と
。
公
共
施
設
の
建
設
、
維
持
管
理
及
び
運
営
等

に
、
民
間
の
資
金
、
経
営
能
力
及
び
技
術
能
力
を

活
用
す
る
こ
と
。
】

　

今
後
の
大
ま
か
な
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
は
、
（
１
）

事
業
者
選
定
手
続
き
（
２
）
要
求
水
準
書
（
従
来

の
仕
様
書
に
相
当
）
の
作
成
（
３
）
入
札
関
連
業

務
（
４
）
議
会
の
承
認
（
５
）
基
本
設
計
・
実

施
設
計
と
進
み
ま
す
。
そ
し
て
、
2
0
2
2
～

2
0
2
3
年
度
に
校
舎
・
体
育
館
の
建
築
を
実
施
、

翌
2
0
2
4
年
度
以
降
に
旧
校
舎
解
体
、
グ
ラ
ン

ド
整
備
と
進
む
計
画
で
あ
り
ま
す
。

　

紙
面
の
都
合
上
、
雑
駁
な
説
明
と
な
り
ま
し
た

こ
と
を
お
詫
び
い
た
し
ま
す
。
最
後
に
、
今
後
と

も
本
校
に
対
す
る
変
わ
ら
ぬ
ご
支
援
を
お
願
い
申

し
上
げ
、
ご
挨
拶
と
い
た
し
ま
す
。
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第
二
十
九
回
山
形
県
立
寒
河
江
工

業
高
等
学
校
同
窓
会
総
会
が
、
平
成

三
十
一
年
一
月
二
十
七
日
寒
河
江
市
内

の
「
ホ
テ
ル
サ
ン
チ
ェ
リ
ー
」
に
て
盛

大
に
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　

参
加
者
は
母
校
髙
橋
剛
文
校
長
先
生

は
じ
め
、
母
校
の
職
員
、
会
員
約
四
十

名
が
参
加
し
て
く
だ
さ
り
ま
し
た
。
総

会
で
の
那
須
稔
同
窓
会
長
の
あ
い
さ
つ

で
は
、
今
年
は
創
立
五
十
六
周
年
目
を

迎
え
、
卒
業
生
が
約
九
二
〇
〇
名
と
な

り
、
県
内
は
も
と
よ
り
国
内
外
で
活
躍

し
て
い
る
皆
様
へ
敬
意
と
感
謝
を
述
べ

ら
れ
ま
し
た
。
ま
た
、
二
〇
二
四
年
完

成
予
定
の
新
校
舎
に
つ
い
て
、
期
待
し

な
が
ら
活
動
し
て
い
き
た
い
と
語
ら
れ

て
い
ま
し
た
。

　

総
会
で
は
那
須
会
長
を
議
長
に
、
報

一
号
平
成
二
十
九
・
三
十
年
事
業
経
過

報
告
に
は
じ
ま
り
、
議
三
号
議
案
の

二
〇
一
九
・
二
〇
二
〇
年
役
員
選
出
ま

で
慎
重
審
議
さ
れ
ま
し
た
。

　

特
に
、
役
員
改
正
で
は
、
こ
れ
ま
で

長
年
同
窓
会
へ
大
き
く
貢
献
さ
れ
て
き

ま
し
た
、
大
沼
栄
司
副
会
長
、
宮
林
春

彦
副
会
長
、
阿
部
明
監
事
が
退
任
さ
れ

る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。
三
名
の
方
々

に
は
、
こ
れ
ま
で
の
感
謝
を
敬
し
ま
し

て
感
謝
状
と
記
念
品
が
贈
ら
れ
ま
し
た
。

そ
の
三
名
の
後
任
と
し
て
、
浜
島
保
雄

第
29
回 

同
窓
会
総
会

寒河江市本町一丁目２番23号 ☎（0237）83-5000㈹
ホームページ  http://www.suncherry.com
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ホームページ  http://www.ichiryo.com

源泉かけ流し100％

庭園 大露天風呂

寒河江温泉

新
副
会
長
、
西
堀
智
彦
新
副
会
長
、
白

田
秀
朋
新
監
事
が
選
出
さ
れ
、
新
体
制

に
て
力
強
く
ス
タ
ー
ト
す
る
こ
と
と
な

り
ま
し
た
。
総
会
の
最
後
は
、
こ
れ
か

ら
の
さ
ら
な
る
母
校
の
発
展
を
期
待

し
、
参
加
者
全
員

で
校
歌
斉
唱
を
行

い
、
無
事
終
了
い

た
し
ま
し
た
。

　

総
会
終
了
後
、

懇
親
会
が
開
か
れ

ま
し
た
。そ
こ
で
は
、

母
校
職
員
か
ら

学
校
の
活
動
状
況
、

生
徒
の
活
躍
、
機

械
科
・
電
子
機
械
科
、

情
報
技
術
科
の
取

り
組
み
な
ど
の
お

話
を
い
た
だ
き
ま

し
た
。
参
加
者
は

高
校
生
の
頃
を
懐

か
し
み
、
大
い
に

昔
話
に
盛
り
上
が

る
と
と
も
に
、
親

交
を
深
め
て
い
る

様
子
で
し
た
。
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　会　長　
　那　須　　稔
昭和４４年　土木科卒業
寒河江市末広町
那須労働安全リサーチ
ラボラトリー事務所

　副会長

　後　藤　潤一郎
昭和４３年　電気科卒業
寒河江市丸内
渡辺ヒーティング㈱

　副会長　

　志　田　義　男
昭和５２年　機械科卒業
寒河江市緑町
寒河江市役所

　（新）副会長　

　浜　島　保　雄
昭和５０年　電気科卒業
寒河江市南町
㈱浜島電工

　（新）監　事

　白　田　秀　朋
昭和６１年　機械科卒業
寒河江市緑町
東北電気保安協会

　（新）副会長

　西　堀　智　彦
昭和５０年　電気科卒業
寒河江市末広町
ひまわり幼保園

　監　事

　安　食　清　志
昭和５３年　電気科卒業
寒河江市大字柴橋
㈱日東ベスト

１月24日・	第28回同窓会総会

　　　　　第２回実行委員会

２月５日・	第１回常任理事会

　　　　　第28回同窓会総会

２月22日・	第５2回同窓会入会式

　　　　　新理事　情報技術科　齋藤尚輝　君

２月28日・	同窓会新聞「雪割」第24号発行

３月３日・	第５2回卒業式

３月2７日・	新入生オリエンテーションにて

　　　　　終身会費納入お願い

４月７日・	第５4回入学式

　　　　　平成2９年入学生同窓会終身会費納入

５月1９日・	第１回理事会

1０月18日・	第５4回創立記念式典

11月1７日・	プロフェッショナルに聞くトップ

　　　　　　　セミナー　志田義男氏　講演

12月５日・	第５4回創立記念日

２月22日・第５3回同窓会入会式

　　　　　新理事　電子機械科　惣田健太朗　君

３月３日・第５3回卒業式

３月2７日・新入生オリエンテーション

　　　　　にて終身会費納入お願い

４月９日・第５3回入学式

　　　　　平成3０年入学生同窓会終身会費納入

５月18日・第１回理事会

９月４日・県教育長へ学校教育設備購入要望

1０月2５日・第５５回創立記念式典

11月９日・プロフェッショナルに聞くトップ

　　　　　セミナー　鈴木秀幸氏　講演

11月1５日・第１回役員会

12月５日・第５５回創立記念日

12月12日・第２回理事会

　　　　　第2９回同窓会総会

　　　　　第１回実行委員会

１月22日・第2９回同窓会総会

　　　　　第２回実行委員会

１月2７日・第１回常任理事会

　　　　　第2９回同窓会総会

２月21日・同窓会入会式

２月28日・同窓会新聞「雪割」

　　　　　第2５号発行

３月３日・第５4回卒業式

３月2６日・新入生オリエンテーション

　　　　　にて終身会費納入お願い

４月８日・第５６回入学式

　　　　　新入生終身会費納入

５月上旬・第１回理事会

９月中旬・第２回役員会

1０月中旬・第５６回創立記念式典

12月５日・第５６回創立記念日

平成29年　事 業 報 告平成30年　事 業 報 告平成31年　事 業 計 画

石 山 鉄 工 所
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技術で創る豊かな未来

　

近
年
の
機
械
科
の
状
況
を
報
告
い
た
し
ま
す
。
平

成
二
十
八
年
・
二
十
九
年
度
の
メ
カ
ト
ロ
ア
イ
デ
ィ

ア
コ
ン
テ
ス
ト
で
は
で
は
二
年
連
続
で
全
国
大
会

出
場
を
果
た
し
、
本
年
度
は
ア
イ
デ
ィ
ア
賞
を
受
賞

し
ま
し
た
。
ま
た
、
昨
年
度
よ
り
お
こ
な
わ
れ
ま
し

た
、
山
形
新
聞
社
主
催
や
ま
が
た
高
校
生
ロ
ボ
ッ

ト
コ
ン
テ
ス
ト
で
は
昨
年
度
は
準
優
勝
、
そ
し
て

今
年
度
は
み
ご
と
優
勝
に
輝
く
な
ど
、
も
の
づ
く

り
分
野
で
の
生
徒
の
活
躍
が
多
く
見
ら
れ
ま
し
た
。

　

ま
た
、
資
格
取
得
に
も
積
極
的
に
挑
戦
し
て
い

ま
す
。
そ
の
中
で
も
国
家
資
格
で
あ
る
技
能
検
定

に
は
特
に
力
を
入
れ
て
い
ま
す
。
種
目
は
機
械
検

査
・
旋
盤
作
業
・
シ
ー
ケ
ン
ス
制
御
・
機
械
保
全
・

マ
シ
ニ
ン
グ
セ
ン
タ
作
業
・
テ
ク
ニ
カ
ル
イ
ラ
ス

ト
レ
ー
シ
ョ
ン
Ｃ
Ａ
Ｄ
と
六
種
目
と
な
っ
て
い
ま
す
。

放
課
後
な
ど
は
実
習
室
か
ら
工
作
機
械
の
金
属
音

が
聞
こ
え
、
一
生
懸
命
練
習
に
取
り
組
ん
で
い
る

生
徒
の
姿
が
頼
も
し
く
感
じ
ら
れ
、
未
来
の
日
本

産
業
を
担
っ
て
い
っ
て
く
れ
る
の
だ
と
期
待
し
て

い
ま
す
。。

　

本
校
創
立
と
共
に
歩
ん
で
き
た
実
習
設
備
も
だ

い
ぶ
古
く
な
り
、
四
十
年
を
超
え
る
多
く
の
工
作

機
械
な
ど
が
ま
だ
現
役
で
使
用
さ
れ
て
い
ま
す
。
卒

業
生
の
方
が
見
れ
ば
懐
か
し
く
思
う
光
景
が
い
ま

だ
に
残
っ
て
い
ま
す
。
そ
ん
な
、
歴
史
あ
る
寒
河

江
工
業
高
校
機
械
科
で
学
ん

だ
こ
と
を
誇
り
に
社
会
で
活

躍
し
て
い
た
だ
く
こ
と
を
心

よ
り
願
っ
て
い
ま
す
。

　

今
後
も
同
窓
会
の
皆
様
に

は
い
ろ
ん
な
場
面
で
本
校
の

教
育
活
動
に
御
支
援
と
御
協

力
を
賜
り
ま
す
よ
う
よ
ろ
し

く
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

機
械
科
の
取
り
組
み

　

電
子
機
械
科
で
は
、
マ
イ
コ
ン
カ
ー
製
作
を
実
習
の
柱

と
し
て
、
電
子
技
術
、
機
械
技
術
、
制
御
技
術
の
学
習
を

通
し
て
、
人
間
性
豊
か
で
創
造
性
に
富
む
技
術
者
の
育
成

を
目
指
し
て
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

　

今
年
度
の
電
子
機
械
科
の
取
り
組
み
を
振
り
返
っ
て
み

ま
す
。
初
め
に
各
種
コ
ン
テ
ス
ト
に
つ
い
て
は
、
先
輩
た

ち
の
残
し
て
い
っ
た
技
術
・
技
能
を
後
輩
た
ち
が
受
け
継

ぎ
、
本
年
度
も
活
躍
す
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
六
月
の

も
の
づ
く
り
県
大
会
に
は
二
名
が
出
場
し
ま
し
た
。
九
月

に
行
わ
れ
た
薔
薇
杯
マ
イ
コ
ン
カ
ー
ラ
リ
ー
競
技
会
に
お

い
て
は
二
位
・
三
位
と
い
う
好
成
績
を
収
め
ま
し
た
。
ま

た
、
十
一
月
の
マ
イ
コ
ン
カ
ー
ラ
リ
ー
山
形
県
大
会
で
は
、

二
名
が
ア
ド
バ
ン
ス
ク
ラ
ス
・
ベ
ー
シ
ッ
ク
ク
ラ
ス
の
両

部
門
で
見
事
全
国
大
会
出
場
を
決
め
、
一
月
に
東
京
に
て

開
催
さ
れ
た
大
会
に
出
場
し
ま
し
た
。

　

次
に
学
習
面
で
は
、
例
年
行
っ
て
い
る
企
業
の
方
や
本

校
Ｏ
Ｂ
の
方
々
の
協
力
を
得
て
、
は
ん
だ
付
け
講
習
会
や

技
能
検
定
、
電
気
工
事
士
等
の
資
格
取
得
に
向
け
た
技
術

講
習
な
ど
を
行
い
、
技
術
力
向
上
を
図
る
こ
と
が
で
き
ま

し
た
。
そ
し
て
ジ
ュ
ニ
ア
マ
イ
ス
タ
ー
ゴ
ー
ル
ド
の
取
得

者
が
二
名
、
シ
ル
バ
ー
二
名
、
ブ
ロ
ン
ズ
二
名
と
い
う
素

晴
ら
し
い
成
績
を
収
め
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

　

今
年
度
の
進
路
に
関
し
て
は
、
十
一
月
に
は
全
員
が
決

定
し
ま
し
た
。
就
職
者
は
十
九
名
、
大
半
が
地
元
企
業

へ
の
就
職
で
あ
り
地
元
産

業
の
担
い
手
と
な
っ
て
く

れ
れ
ば
と
思
い
ま
す
。
ま

た
進
学
者
は
十
名
、
県
立

産
業
技
術
短
大
を
は
じ
め
、

大
学
・
専
門
学
校
な
ど
に

合
格
し
て
い
ま
す
。

　

今
後
と
も
皆
様
の
ご
発

展
を
お
祈
り
致
し
ま
す
と

と
も
に
、
更
な
る
ご
指
導

ご
鞭
撻
を
お
願
い
申
し
上

げ
ま
す
。

電
子
機
械
科
の
取
り
組
み

　

同
窓
会
の
皆
様
に
は
、
日
頃
よ
り
本
校
の
教
育

活
動
に
対
し
、
格
別
の
ご
支
援
を
賜
り
深
く
感
謝

申
し
上
げ
ま
す
。

　

情
報
技
術
科
で
は
、
学
校
か
ら
地
域
に
情
報
を
発

信
す
る
こ
と
で
、
地
域
の
方
々
に
普
段
学
習
し
て
い

る
こ
と
を
知
っ
て
い
た
だ
き
、
ま
た
、
地
域
社
会
に

も
の
づ
く
り
を
通
し
て
貢
献
す
る
こ
と
を
目
指
し
て
、

日
々
の
学
習
活
動
に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

　

今
年
度
も
地
域
貢
献
の
取
り
組
み
と
し
て
、
八
月

一
日
に
本
校
を
会
場
に
「
も
の
づ
く
り
体
験
教
室
」

を
実
施
し
ま
し
た
。
当
日
は
寒
河
江
市
内
の
小
学
生

と
保
護
者
あ
わ
せ
て
２５
名
が
参
加
し
、「
ペ
ッ
ト
ボ

ト
ル
を
用
い
た
燃
料
電
池
づ
く
り
」
が
行
な
わ
れ
ま

し
た
。
は
じ
め
に
燃
料
電
池
の
仕
組
み
に
つ
い
て
の

説
明
が
あ
り
、
そ
の
後
、
情
報
技
術
科
の
生
徒
が
作

業
の
お
手
伝
い
を
し
な
が
ら
、
食
塩
水
や
鉛
筆
の
芯

を
使
っ
て
燃
料
電
池
の
製
作
を
行
い
ま
し
た
。
作
品

が
完
成
す
る
と
、
子
供
た
ち
は
早
速
Ｌ
Ｅ
Ｄ
を
点

灯
さ
せ
た
り
、
電
子
オ
ル
ゴ
ー
ル
を
鳴
ら
し
な
が
ら
、

電
気
の
働
き
に
つ
い
て
理
解
を
深
め
て
い
ま
し
た
。

　

課
題
研
究
で
は
「
３
Ｄ
プ
リ
ン
タ
を
用
い
た
教
材

製
作
」
を
行
い
、
今
年
も
山
形
盲
学
校
と
連
携
し
な

が
ら
製
作
交
流
を
行
っ
て
い
ま
す
。
ま
た
、
や
ま
が

た
メ
イ
カ
ー
ズ
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
と
協
力
し
て
、
本
校

で
組
立
て
及
び
調
整
を
し
た
３
Ｄ
プ
リ
ン
タ
を
寒

河
江
市
立
陵
南
中
学
校
に
寄
贈
し
ま
し
た
。
十
月
十

七
日
の
贈
呈
式
後
に
は
３
Ｄ
プ
リ
ン
タ
の
講
習
会
を

実
施
し
、
今
後
、
陵
南
中
学
校
と
連
携
し
て
３
Ｄ
Ｃ

Ａ
Ｄ
に
よ
る
３
Ｄ
モ
デ
ル
製
作
の
講
習
会
や
、
プ
リ

ン
タ
の
メ
ン
テ
ナ
ン
ス
を

行
っ
て
い
く
予
定
で
す
。

　

情
報
技
術
科
で
は
こ
れ

ま
で
の
歴
史
や
伝
統
を
継

承
し
つ
つ
も
、
日
々
進
歩

し
続
け
る
情
報
化
社
会
に

対
応
す
べ
く
、
新
た
な
分

野
に
も
チ
ャ
レ
ン
ジ
し
な

が
ら
教
育
活
動
を
行
っ
て

い
き
た
い
と
考
え
て
お
り

ま
す
の
で
、
同
窓
会
の
皆

様
に
は
引
き
続
き
ご
支
援

を
宜
し
く
お
願
い
申
し
上

げ
ま
す
。

情
報
技
術
科
の
取
り
組
み
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